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市議会議長を訪問し､探求活動の提案と協力依頼を行う
人吉高校2年生の生徒(令和8年7月31日)

高校生からの取材を受ける宮原議長

高校生からの主な提案内容 人吉高校２年生
総合的な探求の時間　中間報告会

1

2

3

一般質問の動画の編集･再構成

動画の活用・公開

議員の自己紹介ショート動画の
撮影･編集

若者が興味を持ちやすい
ダイジェスト動画を作成する。

作成した動画をYouTubeなどのSNSに
アップロードし､若者へ情報発信する。

議員の人柄や活動内容が伝わる
1分程度のショート動画を作成する｡ 　人吉市議会議員5名は、人吉高校の「総合

的な探求の時間 中間報告会」を見学しまし
た。(人吉高校ホームページに掲載)
　人吉高校2年生が、これまでの市議会との
探求活動の進捗状況を発表し、相互評価も
行いました。現在は11月の成果発表会に向
けて、ブラッシュアップを進めています。
また、生徒と議員とのディスカッションも
行いました。(令和８年９月24日)

市 議 会 の こ れ か ら の 取 組 み
　若者との意見交換を通して、議会をより身近に感じてもらえるよう取り組んでいます。
　高校生からの提案を基に、議会のDX化検討部会では、一般質問動画の編集・再構成や、議
員の人柄や活動が伝わる自己紹介ショート動画の作成について、検討を始めています。
　今後も高校生をはじめとする若い世代との意見交換の機会を設け、その声を市政につなげ
るとともに、議会の情報発信の充実や主権者教育の推進に取り組んでいきます。

地域を考える｡自分の声を届ける｡
わたしたちのまちを､

わたしたちの手で

〜まちの未来を考えよう〜

意見交換会をきっかけに議会に関心を持った人吉高校の生徒の皆さんが、さらに深く調べる中で、
｢人吉高校探求活動について(提案及び協力依頼)｣を作成し、市議会に提案に来られました。

高校生の探求から広がった､議会への新たな提案と協力のかたち
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人吉市議会
主権者教育への取組み

令和７年１月９日
人吉高校(体育館)

令和８年２月18日
人吉高校･球磨工業高校 合同

令和８年２月16日
九州技術教育専門学校

1 2 3社会の課題を
｢自分ごと｣にする

人吉市議会は､これまで地域の課題やこれからの人吉について意見を交わしてきました｡

多角的に考えて
意見を持つ

主体的に行動・
参加する

主 権 者 教 育 と は ？

主 権 者 教 育 の ３ つ の ポ イ ン ト

人 吉 市 議 会 と 生 徒 の 意 見 交 換 会

　主権者教育とは、選挙や政治の仕組みを学ぶだけでなく、地域や社
会の課題を「自分ごと」として考え、意見を持ち、自ら判断し、主体
的に行動する力を育てる教育です。将来のまちづくりを担う若い世代
が、地域に関心を持ち、まちづくりに参加していくことは、地域の未
来をつくる大切な力です。
　人吉市議会では、高校生との意見交換会や学校での出前授業などを
通して、議会の役割や仕組み、市政の現状と課題について学ぶ機会を
設けています。若い世代が議会をより身近に感じ、社会に参加する意
識を高めるため継続的に意見交換できる場を設けています。

　若者に地方議会を身近に感
じてもらおうと「議員と語ろ
うin人吉高校」を開催。議員
15人と生徒が参加し、議会
の役割や仕組みの説明の後、
外国人観光客に向けた案内表
示の多言語化や情報発信な
ど、さまざまな質問や意見が
出されました。

　高校生に政治や議会を身近
に感じてもらおうと、九州技
術教育専門学校で意見交換会
を開催。議会の役割や仕組み
を説明し、事前アンケートの
結果を報告。将来のまちづく
りや若者の参加について意見
を交わしました。

　人吉高校と球磨工業高校の
生徒23人と議員15人が参加
し、４つのグループで意見交
換を実施。「どんな人吉球磨
になってほしいか」をテーマ
に、美術館の設立や体育館へ
のエアコン設置、SNSの活用
など、さまざまな提案が出さ
れました。

地域のことを考える

若い力が､

人吉の未来をつくる｡

にぎわって欲しいけど､
おだやかさはそのまま

議会を知る｡
～主権者として いっしょに～

質問映像が
長すぎる
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令和８年９月第４回定例会は、８月3１日か
ら９月25日までの26日間開催されました

令和８年度 一般会計補正予算

６億2,883万８千円増額可決
（補正後の総額　219億3,281万3千円）

９月定例会報告

　令和８年７月28日に発生した熊本地震に早急

に対応するため、財政調整基金より5,000万円

を繰り入れるもので、地震発生翌日の７月29日

付で専決処分したものです。

被災地派遣職員経費　600万円
　令和８年熊本地震に伴う避難所運営経費、被災

地派遣経費などの早急な対応に要する経費です。

家庭用防犯カメラ設置事業補助金　150万円
　犯罪から市民の安全を守ることを目的に、住
宅に防犯カメラを設置する費用について補助す
るものです。補助対象経費は
防犯カメラ本体の購入経費や
設置工事費等で、補助対象経
費の２分の１以内、かつ上限
額３万円を補助額とします。

納税促進業務委託料　1,414万円
　市税や国保税の督促や案内業務を民間委託し、
職員は滞納処分や複雑な相談対応に注力すること
で収納率及び収納額の向上を図るものです。

　９月定例会最終日に、令和７年度の決算を審査する決算特別委員会を設置しました。
　前年度の予算が「計画どおりに執行されたか」などを審査し、12月定例会で結果を報告します。
【委員長】村上　恵一　【副委員長】松村　太
【委　員】川上　紗智子、池田　芳隆、平田　清吉、西　信八郎

人吉城跡照明等設置　1,476万円
　観光客の夜間回遊促進、夜間滞在時間延長を目
的に、人吉城跡に照明設備を設置します。

高齢者補聴器購入助成事業　300万円
　身体障害者手帳の対象とならない難聴高齢者
を支援するため、補聴器購入費用の半額を助成
するものです。
　片耳分(１台分)３万円、
両耳分(２台分)６万円を
上限とします。

道路維持補修工事　1億5,000万円
　市内一円の生活道路等の維持補修として、全
14箇所の道路維持補修工事を行います。

田んぼダム整備工事　1,500万円
　鬼木地区の一部水田に田んぼダムを導入し、
下流域への排水緩和を図るものです。

水道事業特別会計繰出　4,604万円
　物価高騰対策として水道料金基本料金を10月
～12月請求分の３か月間減免するものです。

上水道未使用者等支援　120万円
　上水道を利用していない世帯に対し水道料金基
本料金等相当額の３か月分を交付するものです。

７月専決処分を承認

総務費関係

教育費関係

物価高騰対策(水道料金減免)

民生費関係

土木費関係

決算特別委員会を設置しました

動画視聴
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●人吉市水道事業及び公共下水道事業の設置等
に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて承認

　地方自治法の一部を改正する法律(令和６年法律第65
号)の施行に伴い条項を改めるもの。
●市道路線の廃止、及び認定について承認
　戸越地内第４号線の避難路整備に伴い、新たに市道を
認定するため、既存の起点人吉市矢黒町辻岡1701番3地
先から、終点人吉市下戸越町下大平1654番１地先まで
を廃止し、新たな終点を人吉市下戸越町下大平1649番
１地先と定め認定するもの。なお、終点の県道人吉水俣
線との接続部は交差角を変え安全性を向上させ、幅員は
７メートルとし、併せて大坪橋の架け替えも行う。

廃止した市道に係る残地はどうなるか。
民有地は、保育園が購入し駐車場としている。西瀬
小学校の駐車場は継続利用し、他の敷地利用は関係
者と協議を重ねていく。

●補正予算２件を承認
・令和８年度人吉市水道事業特別会計補正予算(第２号)

　令和８年熊本地震に伴う災害対応等の負担金や、矢黒
下戸越線の避難路整備事業などに伴う工事費を増額補正
するもの。
・令和８年度人吉市公共下水道事業特別会計補

正予算(第２号)
　ＳＬ人吉をテーマにしたデザインマンホール作製業務
や、青井宝来排水区建物等事後調査業務委託料などの増
額補正をするもの。

デザインマンホールは人吉駅前だけに設置するの
か。今後増やす予定はないのか。
人吉駅自体が観光客を集約する場所なので、今回は
そこに設置するが、今後別のデザインで作製してい
く計画であり、拡張していく可能性はある。
設置後の周知はどうするのか。
広報をしっかり行い、今後、マンホール
カードを作成し、より一層の周知を図り
たい。

経済建設委員会報告 ●委員長　牛塚 孝浩　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　川上 紗智子・村上 恵一・田中 哲

●条例案件の５件を承認
・人吉市手数料条例の一部を改正する条例
　証明書自動交付機による証明書等の交付対象として
「特定在留カード」及び「特定特別永住者証明書」を条
例上に明記する改正。

特定在留カード等の「特定」とは何か。
マイナンバーカードと一体化した在留カード等に
「特定」が付される。

・人吉市子ども医療費助成に関する条例の一部
を改正する条例

　県内の医療機関を受診した際の子ども医療費助成を、従
来の償還払いから窓口負担のない現物給付へ変更する改正
を行うもの。

高額医療費の扱いはどうなるか。
現時点では、対象外となる予定。

●令和８年度特別会計補正予算３件(国民健康保
険事業・後期高齢者医療・介護保険)を承認

　国民健康保険事業賦課徴収費の増額は、収納
率の向上や滞納繰越額の圧縮を目的とした「納
税促進業務委託」に係る費用。

納税促進業務の委託の体制等は。
3人常駐体制を想定しており、庁外勤務
はない。令和11年度までの収納率向上
を目指す。

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　池田 芳隆　　　●副委員長　徳川 禎郁
●委　員　井上 光浩・福屋 法晴

●条例案件の３件を承認
・議第83号　人吉市長等政治倫理条例
　市長、副市長及び教育長の政治倫理に関する基準を新
たに定める条例。
・議第84号　人吉市消防団条例の一部を改正する

条例
　基本消防団員及び機能別消防団員の定員を「559人」
から「440人」に改正。

定数変更による影響は。
定数減とすることで市の負担が削減になる。その分
を団に何らかの支援ができないかと考えている。
消防庁からの通知には、団員数の確保を進めるとと

もに、条例定数を削減することについては慎重を期
すこと、とあるが、これまでの取組は。
新入団員の確保については、団のほうで新しい方を
確保されてきたが、現状は難しい。今後、企業への
訪問、団員の活動のしやすさなど、検討していく。
しっかりと団員を増やす取組を行っていく。

・議第85号　人吉市消防団員等公務災害補償条
例の一部を改正する条例

　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準の
葬祭補償の額が改定されたため条例改正。

総務文教委員会報告 ●委員長　松村 太　　　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　大塚 則男・平田 清吉・西 信八郎

動画視聴

動画視聴

動画視聴

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答
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～市政を問う～一 般 質 問

避
難
路
整
備
の
整
備
状
況
と
今
後
は
。

避
難
路
整
備
は
、
22
区
間
、
26
路
線
の
市
道
を
優
先

度
に
応
じ
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
に
分
割
し
て
進
め

て
い
る
。
現
在
ま
で
に
、
温
泉
町
の
み
ん
な
の
家
横

全
延
長
１
１
３
ｍ
、
相
良
町
の
相
良
薩
摩
瀬
第
２

号
線
内
95
ｍ
、
村
山
観
音
道
路
線
の
西
小
工
区
70

ｍ
、
瓦
屋
町
の
瓦
屋
芦
原
線
内
78
ｍ
、
東
間
上
町
の

西
間
東
間
線
の
む
つ
み
橋
左
岸
側
70
ｍ
を
、
整
備
完

了
し
て
い
る
。
現
在
は
、
相
良
薩
摩
瀬
第
２
号
線
内

１
０
６
ｍ
、
矢
黒
下
戸
越
線
内
１
８
０
ｍ
、
宝
来

町
の
宝
来
村
山
線
内
88
ｍ
、
村
山
観
音
道
路
線
内

１
０
１
ｍ
、
温
泉
町
か
ら
薩
摩
瀬
町
の
薩
摩
瀬
湯
の

本
線
内
１
５
０
ｍ
を
、
整
備
中
で
あ
る
。

今
後
は
、
第
二
期
路
線
（
８
区
間
10
路
線
）、
及
び

第
三
期
路
線
（
７
区
間
９
路
線
）、
の
整
備
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

避
難
路
整
備
の
状
況
と
今
後平田　清吉

動画視聴

問答

県
営
野
球
場
の
誘
致
を
見
送
っ
た
が
、
今
後
「
川
上

哲
治
記
念
球
場
」
を
公
式
戦
が
開
催
で
き
る
球
場
に

改
修
は
。
同
球
場
を
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
か
ら
、
県
、

民
間
に
譲
渡
等
の
考
え
は
。

野
球
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調
査
研
究
を
進

め
る
。

令
和
２
年
の
豪
雨
災
害
で
、
被
災
し
た
市
民
プ
ー
ル

（
50
ｍ
）
の
再
建
に
つ
い
て
、「
市
民
プ
ー
ル
検
討
委

員
会
」
の
答
申
か
ら
４
年
も
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、

再
建
の
方
向
性
は
。　

次
期
計
画
で
あ
る
令
和
10
年
度
か
ら
の
第
７
次
人
吉

市
総
合
計
画
に
具
体
的
な
方
針
を
示
す
よ
う
に
検
討

す
る
。　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
は
。

多
様
化
す
る
犯
罪
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
。
制
定
は
本
年
度
中
に
議
会
に
諮
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

田中　哲

動画視聴

問問問 答答答

入
札
方
式
の
基
準
と
公
平
性
・
透
明
性
・
経
済
性
の

確
保
は
。

契
約
の
方
法
は
、
一
般
競
争
入
札
、
指
名
競
争
入

札
、
随
意
契
約
が
あ
る
。
一
般
競
争
入
札
は
入
札
情

報
を
一
般
に
公
告
し
参
加
基
準
を
満
た
す
不
特
定
多

数
の
者
に
よ
り
入
札
を
行
う
。
指
名
競
争
入
札
は
入

札
参
加
希
望
者
の
資
格
審
査
を
行
い
案
件
ご
と
に
指

名
基
準
を
満
た
し
て
い
る
者
を
指
名
し
入
札
を
行

う
。
随
意
契
約
は
競
争
入
札
を
行
わ
ず
予
定
価
格
が

２
０
０
万
円
以
内
の
も
の
や
災
害
時
な
ど
緊
急
の
必

要
に
よ
り
行
う
。
一
つ
と
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

は
、
性
質
や
目
的
が
競
争
入
札
に
適
し
な
い
契
約
を

す
る
と
き
、
価
格
だ
け
で
は
な
く
課
題
解
決
や
取
組

体
制
等
を
審
査
し
創
造
力
、
技
術
力
、
経
験
な
ど
で

選
定
を
行
い
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
適
正
な

入
札
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

入
札
方
式
の
基
準
と

公
平
性
・
透
明
性
等
は

大塚　則男

動画視聴

問答
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地
震
発
生
時
、
市
庁
舎
の
免
震
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す

る
振
れ
幅
確
保
の
溝
の
安
全
性
は
。

大
規
模
な
地
震
発
生
時
に
上
部
構
造
物
が
、
水
平
変

位
す
る
際
、
適
正
に
機
能
す
る
こ
と
で
、
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

災
害
時
の
上
水
道
の
濁
り
対
策
と
し
て
、
緊
急
時
に

飲
料
水
と
し
て
、
提
供
で
き
る
可
搬
式
浄
水
装
置
を

活
用
す
る
考
え
は
。　

飲
料
水
の
確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
財
源
を
は
じ
め
、

給
水
車
や
緊
急
時
に
稼
働
さ
せ
る
可
搬
式
浄
水
装
置

の
整
備
を
今
後
、
検
討
し
た
い
。

浪
床
地
内
に
埋
設
し
て
あ
る
茂
ヶ
野
水
源
地
か
ら
原

城
配
水
池
ま
で
の
送
水
管
の
改
修
工
事
を
行
う
予
定

は
。　

道
路
管
理
者
と
協
議
の
上
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
た
い
。

市
庁
舎
の
安
全
対
策
・

上
水
道
の
維
持
管
理
と
取
組

福屋　法晴

動画視聴

問問問 答答答

～市政を問う～一 般 質 問
一
般
質
問
・
通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

退
職
職
員
の
再
採
用
「
ジ
ョ
ブ
リ
タ
ー
ン
制
度
」
の

導
入
は
。

熊
本
県
を
は
じ
め
、
他
の
自
治
体
で
も
再
採
用
制
度

の
導
入
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
本
市
で
も
、
制
度
導
入
に
向
け
た
効
果
や

人
事
管
理
上
の
課
題
、
他
自
治
体
の
先
行
事
例
等
の

情
報
収
集
か
ら
始
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

専
門
試
験
廃
止
や
人
物
重
視
枠
な
ど
、
採
用
方
法
の

柔
軟
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

本
年
度
か
ら
、
即
戦
力
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、

保
健
師
・
土
木
・
建
築
と
い
っ
た
技
術
職
の
民
間
企

業
及
び
公
務
員
経
験
者
は
「
通
年
採
用
」
を
導
入
し

た
。
試
験
に
お
い
て
も
、
人
物
重
視
と
す
る
た
め
面

接
試
験
の
み
と
す
る
な
ど
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

採
用
市
場
の
動
向
を
注
視
し
、
効
果
的
な
採
用
試
験

の
見
直
し
に
取
り
組
み
た
い
。

職
員
採
用
制
度
の
抜
本
改
革池田　芳隆

動画視聴

問問 答答

次
期
総
合
計
画
に
当
た
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
策
定

が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
着
実
に
継

続
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
取
組
が
市
民
の
皆
様

の
暮
ら
し
や
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
か
を
振
り
返
り
、
必
要
な
改
善
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
と
課
題

や
成
果
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
議
論
を
積
み

重
ね
て
い
く
。

地
域
支
援
を
実
際
的
で
確
実
な
避
難
支
援
と
結
び
つ

け
る
体
制
づ
く
り
は
。　

行
政
に
よ
る
直
接
の
支
援
に
は
限
界
が
あ
る
。
本
市

で
先
行
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
町
内
会
の
事
例
を

参
考
に
、
地
域
が
主
役
と
な
る
仕
組
み
を
市
全
体
へ

広
げ
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
。

次
期
総
合
計
画
策
定
と

確
実
な
災
害
対
応
へ
の
提
言

松村　太

動画視聴

問問 答答
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子
育
て
支
援
の
産
後
ケ
ア
と
は
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
産
後
の
身
体
的
心
理
的
ケ
ア
を

始
め
、
授
乳
や
育
児
の
具
体
的
な
方
法
、
生
活
相
談

等
の
支
援
で
産
婦
と
乳
児
の
健
康
維
持
増
進
を
図

り
、
安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

対
象
は
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
産
後
１
年
未
満
の
産

婦
で
、
令
和
７
年
度
か
ら
産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

全
て
の
人
に
対
象
を
拡
充
し
た
。
こ
の
事
業
に
は
、

短
期
入
所
型
ケ
ア
、
通
所
型
ケ
ア
、
居
宅
訪
問
型
ケ

ア
の
３
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
業
も

利
用
実
績
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

利
用
者
に
は
好
評
だ
が
、
さ
ら
に
利
用
を
広
げ
る
た

め
の
手
だ
て
は
。　

利
用
希
望
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
支

援
の
在
り
方
や
自
己
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
周
知
す
る
。

安
心
し
て

出
産
子
育
て
が
で
き
る
支
援
を

川上　紗智子

動画視聴

問問 答答

～市政を問う～一 般 質 問
一
般
質
問
・
通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
生
か
す
の
か
。

全
国
１
位
を
ま
ち
づ
く
り
の
完
成
と
は
考
え
て
い
な

い
。
人
口
減
少
が
続
く
中
、
若
い
世
代
が
「
住
み
続

け
た
い
、
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
環
境
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
復
興
の
先
に

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
か

ら
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
人
吉
」
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
車
を
運
転
で
き
な

く
な
っ
て
も
安
心
し
て
人
吉
に
住
み
続
け
ら
れ
る
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

公
共
交
通
は
暮
ら
し
や
健
康
、
地
域
経
済
、
福
祉
、

教
育
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
。
利
用
実
態
や
市

民
ニ
ー
ズ
、
地
域
特
性
、
実
証
運
行
の
結
果
を
分
析

し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
を
構
築
し
て
い
く
。

住
み
よ
さ
と

公
共
交
通
で
ま
ち
づ
く
り
を
！

豊永　貞夫

動画視聴

問問 答答

大
規
模
災
害
時
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
の
確
保
は
、
子
ど
も
自
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
が
安
心
し
て
復
旧
活
動
や
行
政
等
の
手
続
き

を
行
う
た
め
に
も
重
要
と
考
え
る
。
平
時
か
ら
地
域

の
居
場
所
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
災
害
時
に
も

活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
確
保

し
、
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
は
未
来
へ
の
投
資
と
し

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
多
様
な
事
業
主
体
と
緊
密

に
連
携
し
、
平
時
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
大
人

や
世
代
と
交
流
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。
そ
の
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
な
支

援
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

他
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
検
証
を
踏
ま
え
、

避
難
所
運
営
や
職
員
体
制
、
備
蓄
品
の
保
管
環
境
等

を
質
し
た
。

こ
ど
も
の
居
場
所
も

「
災
害
へ
の
備
え
」
に

徳川　禎郁

動画視聴

問答※
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議案
番号

議員氏名

件名

川
上　

紗
智
子

松
村　

太　

徳
川　

禎
郁

池
田　

芳
隆

牛
塚　

孝
浩

宮
﨑　

保　

大
塚　

則
男

平
田　

清
吉

井
上　

光
浩

豊
永　

貞
夫

西　

信
八
郎

村
上　

恵
一

田
中　

哲　

福
屋　

法
晴

宮
原　

将
志

意見
第５号

非核三原則の堅持を求める意見書 ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ●

賛否が分かれたもののみを掲載しております。○：議案に対して賛成　●：議案に対して反対

【反対討論】田中　哲　　【賛成討論】池田芳隆　※可否同数であったため、議長が裁決し｢否決｣となりました。

｢表決が割れた｣議案とその議員別表決議員別表決

～市政を問う～一 般 質 問
災
害
直
後
に
、
生
活
用
水
な
ど
は
何
日
分
が
確
保
で

き
る
の
か
。

備
蓄
水
は
一
人
当
た
り
２
Ｌ
を
１
３
０
０
人
分
・

２
６
０
０
Ｌ
、
給
水
車
１
台
で
１
㎥
を
１
回
３
０
０

人
分
、
災
害
時
協
力
井
戸
か
ら
の
取
水
量
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。

地
域
で
水
を
生
み
出
す
た
め
、
移
動
が
可
能
な
小
型

淡
水
化
装
置
（
一
日
２
８
８
０
Ｌ
造
水
）
は
有
益
だ
。

分
散
型
水
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
導
入
で
き
な
い
か
。

可
搬
式
浄
水
装
置
の
研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
が
、

淡
水
化
装
置
も
有
益
で
あ
り
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
、

省
庁
の
枠
を
超
え
た
補
助
事
業
と
し
て
の
情
報
を
収

集
し
、
検
討
を
続
け
た
い
。

他
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
影
響
を
受
け
た
全
て
の

事
業
者
に
対
す
る
経
済
対
策
支
援
に
つ
い
て
質
し

た
。

防
災
の
観
点
か
ら
見
た

水
確
保
の
重
要
性

牛塚　孝浩

動画視聴

問問 答答※

議案番号 件　　　　名 議決結果 議案番号 件　　　　名 議決結果

議第72号 専決処分の承認を求めることについて(令和
８年度　人吉市一般会計補正予算(第４号)) 原案承認 議第84号 人吉市消防団条例の一部を改正する条

例の制定について 原案可決

議第73号 令和８年度　人吉市一般会計補正予算
(第５号) 原案可決 議第85号 人吉市消防団員等公務災害補償条例の

一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第74号 令和８年度　人吉市水道事業特別会計
補正予算(第１号) 原案可決 議第86号 人吉市手数料条例の一部を改正する条

例の制定について 原案可決

議第75号 令和８年度　人吉市一般会計補正予算
(第６号) 原案可決 議第87号 人吉市印鑑条例の一部を改正する条例

の制定について 原案可決

議第76号 令和８年度　人吉市国民健康保険事業
特別会計補正予算(第２号) 原案可決 議第88号 人吉市子ども医療費助成に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第77号 令和８年度　人吉市後期高齢者医療特
別会計補正予算(第１号) 原案可決 議第89号

人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議第78号 令和８年度　人吉市介護保険特別会計
補正予算(第２号) 原案可決 議第90号

人吉市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決

議第79号 令和８年度　人吉市水道事業特別会計
補正予算(第２号) 原案可決 議第91号

人吉市水道事業及び公共下水道事業の
設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原案可決

議第80号 令和８年度　人吉市公共下水道事業特
別会計補正予算(第２号) 原案可決 議第92号 市道路線の廃止について 原案可決

議第81号 令和７年度　人吉市水道事業特別会計
利益の処分及び決算の認定について 継続審査 議第93号 市道路線の認定について 原案可決

議第82号 令和７年度　人吉市公共下水道事業特別
会計利益の処分及び決算の認定について 継続審査 議第94号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第83号 人吉市長等政治倫理条例の制定について 原案可決 議第95号 令和７年度　人吉市歳入歳出決算認定
について 継続審査

意見第5号 非核三原則の堅持を求める意見書 原案否決

令和８年９月定例会の議案等の議決結果
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【視察先】島根県安来市
【項　目】小中学校の適正配置について
【内　容】島根県安来市では、少子化や児童生徒数
の減少に伴い、令和５年11月に「安来市立小中学
校適正配置基本計画」が策定され、各校の存続や再
編の方向性が決定されています。小学校は現在の学
校数を約２分の１に、中学校は現在の５校から４校
へ再編予定とされています。
　視察では、廃校となる校舎の活用方法の検討など
について学びました。

【視察先】山口県山口市
【項　目】書かない窓口について
【内　容】山口県山口市では、市役所窓口における
各種証明書の申請や転入などの手続きについて、来
庁者の負担軽減を目的に「ワンストップ」で「書か
ない窓口」を導入されています。視察では、書かな
い窓口導入に伴うシステム構築コストと運用の実態
や、導入により職員の事務処理時間及び来庁者の待
ち時間の削減効果について学びました。

【視察先】岡山県笠岡市
【項　目】小中学校の規模適正化について
【内　容】岡山県笠岡市では、継続的に完全複式学
級編成となっている小学校を近隣小学校と統合する
検討が進められています。また、笠岡市北部におい
ては児童数の減少により現在の３校を１校に統合
し、既存の校舎を活用した新たな小学校の設置が予
定されています。
　視察では、市の実態に応じた配置・規模の設定に
ついて学びました。

【視察先】香川県坂出市
【項　目】高齢者保健・介護予防一体化事業におけ
るフレイル予防、オーラルフレイル対策について
【内　容】香川県坂出市では、医療と介護のデータ
を統合し、医療専門職が地域の通いの場に関与する
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施」を
先進的に進められています。フレイル予防に係る具
体的な取組や、効果について学びました。

総務文教委員会行政視察(令和８年10月13日～15日)

厚生委員会行政視察(令和８年10月15日～17日)

【まとめ】学校統合・再編に際し、「子ども」や「子どもの教育環境」を第一という目的を明確にするこ
と。首尾一貫して、学校環境の最適化について、住民・関係者と議論し、長期ビジョンとして示すこと。
子どもの教育の在り方の議論は「大人の責任」であると学びました。

【まとめ】山口市の「書かない窓口」による事務処理時間の半減や、坂出市の通いの場等への医療専門職の
積極的な関与など、先進技術や民間力の活用が鍵です。本市でも費用対効果を見極め、DXによる利便性向
上と専門的な健康づくりの両立を目指してまいります。

※経済建設委員会行政視察の報告は次号(令和９年２月１日号)に掲載予定です。
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　南九州中部市議会議長会は、小林市、えびの
市、伊佐市、人吉市の４市議会議長で構成さ
れ、地域の諸問題解決に協力し取り組んでいま
す。
　今年は、令和８年８月３日～４日に国会議
員及び関係省庁に対し「国道221号、267号、
268号、447号の整備促進」、「地域医療の確
保」、「家畜伝染病に係る防疫対策及び畜産・
農業経営に対する支援の充実強化」の３件につ
いて要望活動を行いました。

　令和８年８月24日に熊本県市議会議長会に
おいて、熊本県(木村敬知事)に対し、｢熊本県
北地域の地域振興の促進について｣、｢熊本県南
地域における災害対策の強化について｣の２件
について要望活動を行いました。
　また、令和８年熊本地震についての意見交換
も行いました。

令和８年度南九州中部市議会議長会中央要望活動

令和８年度熊本県知事への要望活動

　議会報告会・意見交換会を下記の
とおり開催します。今年度も、２会
場で２日間開催いたしますので、た
くさんの方々のご参加をお待ちして
おります。
　どなたでもお気軽にお越しくださ
い。

《第１回》　
日時：令和８年１１月７日(土)　

午後２時～４時(予定)
場所：東西コミュニティセンター

２階会議室

《第２回》
日時：令和９年２月６日(土)

午後２時～４時(予定)
場所：人吉市役所 ２階会議室

　７か所の区・市・町議会から、行政視察に来てい
ただきました。視察に来られた際には、人吉市のPR
も行っています。

期　日 来訪区市町議会 視　察　項　目

7月7日 寒川町議会
総務常任委員会

熊本豪雨からの復旧・復
興について

7月13日 串間市議会
議会改革調査特別委員会

委員会における政策提言
の取組について

7月23日 袋井市議会
会派「緑風会」

ハード・ソフト一体の豪
雨対策について(人吉市復
興まちづくり計画)

8月28日
豊島区議会

会派「都民ファーストの会
豊島区議団・国民民主党」

・災害からの復興について
・アニメ夏目友人帳を活

用した取組について

10月5日 小林市議会
経済産業委員会 くまりばの取組について

10月6日 小山町議会 2020年７月豪雨からの復
旧について

10月8日 戸田市議会
政策TODA

令和２年７月豪雨による被害
並びに復旧の状況について

議会報告会・
意見交換会のご案内

行政視察を受け入れています！
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【議会報編集委員会】　委員長／宮原　将志　　副委員長／福屋　法晴
委　員／川上　紗智子・松村　太・徳川　禎郁・池田　芳隆・牛塚　孝浩・豊永　貞夫

次の定例会は
11月24日開会の予定です

　ひとよし市議会だより(第127号)にてアンケート調査を実施しましたが、その際に

「文字離れしている現状を考えると、動画でまとめて作ってYouTubeで見せるな

ど、議会に関心を持ってもらうことが必要かなと思います。」とのご意見をいただき

ました。

　今回はこのご意見に対し、議会のDX化検討部会がお答えします。

～もっと身近な市議会へ！SNS発信を強化～
　近年、議会広報にショート動画を活用する自治体が増えています。他自治体では、

一般質問終了後に各議員が質問内容を紹介するショート動画を公開し、本編動画への

誘導につなげています。また、全議員の自己紹介や活動をショート動画で発信する自

治体もあります。

　人吉市議会でも、SNSを活用した広報の一環としてFacebookを開設し、情報発信

に取り組んできました。さらに広報を充実させるため、ショート動画の活用について

検討を進めていたところです。

　そのような中、人吉高校の生徒３名が、探究活動の一環として、ショート動画など

SNSを活用した議会活動の発信について研究していることから、議会のDX化検討部

会としても、その活動に賛同し協力することとしました。

　令和８年８月26日には、スマートフォンやタブレットに動画編集アプリをインスト

ールし、生徒の皆さんから基本操作や編集機能について学びました。「若い世代の目

に留まる動画とは」「どうすれば市民の皆さんに市議

会へ興味を持っていただけるのか」を一緒に考えなが

ら、実際に動画編集にも挑戦しました。高校生から学

び、ともに考える貴重な機会となりました。今後も、

ショート動画を含めたSNS発信を議会活動のPRに活

かせるよう、さらに研鑽に努めてまいります。
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寄せられたご意見に
村上恵一部会長がお答えします！
寄せられたご意見に
村上恵一部会長がお答えします！

議会のDX化
検討部会

※議会のDX化検討部会…議会運営のデジタル化（DX：デジタルトランスフォーメーション）を円滑に進めるための部会です。

村上部会長村上部会長


